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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 

チャノコカクモンハマキ Adoxophyes honmai Yasuda（チョウ目：ハマキガ科）はチ

ャの重要害虫である。幼虫は新葉をつづり合わせて食害するため、生育遅延や減収など

の被害を与える。近年，静岡県では主産地の牧之原地域を中心に本種の多発が続いてい

る。その原因として殺虫剤の効力低下が考えられたことから、本種の殺虫剤抵抗性発達

の実態を明らかにするとともに、感受性低下が顕著であった殺虫剤については抵抗性の遺

伝様式を明らかにした。 

１． 静岡県における殺虫剤感受性の実態 

2004～2011 年にかけて、チャの主要殺虫剤（10 種類以上）に対する感受性を葉片浸漬法

（常用濃度及びその 1/4 濃度）によって検定した。その結果、感受性低下は県内に広く認めら

れたが、とりわけ主産地である牧之原地域の個体群では感受性低下が顕著であった。また、

牧之原地域の個体群の場合、IGR 系殺虫剤とジアミド系殺虫剤に対する感受性低下が顕著

であり、しかも数多くの殺虫剤に対して感受性が低下する複合抵抗性に陥っていた。 

2. IGR 剤及びジアミド剤抵抗性の年次変化 

牧之原地域の個体群を対象にして、IGR 系殺虫剤（テブフェノジド剤、クロマフェノジ

ド剤、メトキシフェノジド剤、ルフェヌロン剤及びフルフェノクスロン剤）及びジアミド

剤（フルベンジアミド剤及びクロラントラニリプロール剤）に対する感受性（LC50）を葉

片浸漬法（4～6 濃度）によって検定した（IGR 剤は 2004～2011 年、ジアミド剤は 2006～
2011 年に実施）。その結果、IGR 剤の 3 剤（テブフェノジド剤、クロマフェノジド剤及び

メトキシフェノジド剤）及びジアミド剤の 2 剤に対する感受性は年々低下し、2011 年に

おける LC50値はいずれも各剤の常用濃度を上回った。常用濃度を上回るまでの期間はフ

ルベンジアミド剤（2007 年使用開始）で 4 年，クロラントラニリプロール剤（2010 年使用開始）で

2 年と短く、感受性が急速に低下したことが判明した。ちなみに、感受性系統（室内累代飼育

個体群）と比較した場合の抵抗性比は、テブフェノジド剤で 3,443 倍、クロマフェノジド



剤で 2,177 倍、メトキシフェノジド剤で 294 倍、フルベンジアミド剤で 105 倍、クロ

ラントラニリプロール剤で 77 倍であった。IGR 剤抵抗性の事例は他にも報告されてい

るが、ジアミド剤抵抗性の確認はコナガについで世界で二例目となった。 

3．IGR 系殺虫剤及びジアミド系殺虫剤に対する抵抗性の遺伝様式 

IGR 剤（テブフェノジド剤）及びジアミド剤（フルベンジアミド剤及びクロラントラ

ニリプロール剤）に対する抵抗性の遺伝様式を交配試験によって検討した。その結果、

両剤とも抵抗性の遺伝様式は常染色体性の不完全優性であることが判明した。さらに、

戻し交配試験により、抵抗性の発現にはいずれも複数の遺伝子が関与していることがわ

かった。チョウ目昆虫の場合、殺虫剤抵抗性の遺伝様式は一般に劣性であることから、

本種は稀有な遺伝様式を有していると言える。 
以上の結果に基づいて、本種における殺虫剤抵抗性発達の要因を多面的に考察した。

牧之原地域において本種の殺虫剤抵抗性が急速に発達した原因として、抵抗性の遺伝様

式のほか、抵抗性に関与する複数の遺伝子の存在、チャ栽培の特殊性（殺虫剤の多使用、

他害虫に対する殺虫剤の使用、殺虫剤の散布むらなど）などが複合的に関与しているも

のと考察された。 
 

審 査 結 果 の 要 旨 
 

近年、静岡県のチャ栽培においてチャノコカクモンハマキが多発し、大きな問題とな

っている。その原因として殺虫剤の効力低下が考えられたことから、県内における殺虫

剤抵抗性の実態を明らかにするとともに、主要な殺虫剤（IGR 剤及びジアミド剤）に

ついては抵抗性の遺伝様式を明らかにした。 
はじめに、殺虫剤抵抗性の実態を把握するため、2004～2011 年にかけて主要な殺虫

剤（10 種類以上）を供試して、それらに対する感受性（常用濃度及びその 1/4 濃度）

を検定した。その結果、感受性低下は県内に広く認められたが、とりわけ主産地である

牧之原地域の個体群では感受性低下が顕著であり、しかも感受性低下が複数の殺虫剤に

及ぶ複合抵抗性に陥っている実態が明らかとなった。供試殺虫剤のうち感受性低下が顕

著であったのは IGR 系殺虫剤（テブフェノジド剤、クロマフェノジド剤及びメトキシ

フェノジド剤）およびジアミド系殺虫剤（フルベンジアミド剤及びクロラントラニリプ

ロール剤）であった。2011 年の検定結果によると、牧之原地域の個体群では上記 5 剤

の LC50値がいずれも常用濃度を上回っており、これら殺虫剤は実質的な効力を消失し

ていることが明らかとなった。 
こうした殺虫剤抵抗性は短期間のうちに発達していた。たとえば、LC50値が常用濃

度を上回るまでの期間はフルベンジアミド剤（2007 年使用開始）で 4年，クロラント

ラニリプロール剤（2010 年使用開始）で 2年と極めて短かった。ちなみに、感受性系

統（室内累代飼育個体群）と比較した場合の抵抗性比は、テブフェノジド剤で 3,443 倍、

クロマフェノジド剤で 2,177 倍、メトキシフェノジド剤で 294 倍、フルベンジアミド剤

で 105 倍、クロラントラニリプロール剤で 77 倍であった。IGR 系殺虫剤に対する抵抗



性発達の事例は他にもあるが、ジアミド系殺虫剤に対する抵抗性発達の確認はコナガに

ついで世界で二例目である。 

つぎに、抵抗性の発達が顕著であった IGR 系殺虫剤（テブフェノジド剤）及びジアミ

ド系殺虫剤（フルベンジアミド剤及びクロラントラニリプロール剤）について、抵抗性

の遺伝様式を交配試験によって検討した。その結果、両剤とも常染色体性の不完全優性

であることが判明した。さらに、戻し交配試験により、抵抗性の発現にはいずれも複数

の遺伝子が関与していることがわかった。チョウ目昆虫の場合、殺虫剤抵抗性の遺伝様

式は一般に劣性であることから、本種は稀有な遺伝様式を有していると言える。 

以上の結果に基づいて、本種の殺虫剤抵抗性の発達の要因を多面的に考察した。牧之

原地域における急速な抵抗性発達には、抵抗性の遺伝様式のほか、抵抗性に関与する複

数の遺伝子の存在、チャ栽培の特殊性（殺虫剤の多使用、他害虫に対する殺虫剤の使用、

殺虫剤の散布むらなど）などが複合的に関与しているものと考察された。 

 

以上について、8月 19 日に審査委員会を開き、審査委員全員一致で本論文が岐阜大

学大学院連合農学研究科の学位論文として十分価値あるものと認めた。 
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